
 

 

令和８年度 豊かなコミュニティとマルチパートナーシップ等形成促進事業業務委託 

に係る公募型プロポーザル方式による選定結果について 

 

「令和８年度 豊かなコミュニティとマルチパートナーシップ等形成促進事業業務委託」

に係る公募型プロポーザルを実施し、外部メンバーによる選定会議を経て、次のとおり委託

予定事業者を決定しました。 

 

１ 案件名称 

  令和８年度 豊かなコミュニティとマルチパートナーシップ等形成促進事業業務委託 

  契約期間 令和８年４月１日から令和９年３月 31日まで 

 

２ 選定した委託予定事業者 

  一般財団法人 大阪市コミュニティ協会 

 

３ 公募期間 

令和７年 12月 15日から令和８年１月 13日 

 

４ 学識経験者等の意見を聴取する選定会議による審査の結果 

(1) 選定会議メンバー名簿（敬称略・五十音順） 

氏 名 役職等 

服部 繁一 桃山学院大学 ビジネスデザイン学部 准教授 

廣岡 浄進 大阪公立大学 人権問題研究センター 准教授 

弘本 由香里 大阪ガスネットワーク（株）エネルギー・文化研究所 特任研究員 

 

(2)  選定会議の開催日  令和８年２月４日（水） 

 

(3)  選定基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配点

事業の企画内容　【50点】

1 10

2 10

3 5

4 5

5 10

6 10

50

区の特性や現状をよく理解した上で提案しており、住之江区らしい特色が出ているか

事業の広報について、より効果的な情報発信を行えているか

区民や各種団体等の参画を広く促す仕組み（誰もが参加しやすい事業）が構築さ
れているか

斬新なアイデアや創意工夫など、特筆すべき提案があるか

小　　　計

選　定　基　準

将来を見据えた「目標」が明確に掲げられているか

「新たなつながりの拡充」や「新たな取り組み・事業」の提案がされているか



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)  審査を行った事業者 

一般財団法人 大阪市コミュニティ協会 

 

(5)  審査の結果（選定会議メンバーの評価点の合計点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【付帯意見】 

 ・地域課題の解決に取り組んでいる団体や企業等を把握して連携し、効率的且つ効果的な

事業の展開方策を具体的に検討して行うこと。 

 ・区役所と連携した工程管理を行い、目的に応じた労力や費用の的確な配分や業務のスマ

ート化により、事業の将来を見据えた実現性を確保すること。 

・音楽イベントについては、来場者や出演者との相互のつながりづくりを工夫し、若い世

代も含め集客性の高いイベントとして企画・実施すること。 

審査項目 評価点 

事業の企画内容 94点 

事業の実施体制 62点 

類似事業の実績  24点 

費用積算根拠の妥当性 21点 

合  計 201点 

事業の実施体制　【30点】

1 10

2 10

3 5

4 5

30

類似事業の実績　【10点】

1 10

費用積算根拠の妥当性【10点】

1 5

2 5

10

100

本業務と同種・類似した業務実績はあるか

費用の積算根拠は明確に示されているか

合　　　計

効率的で妥当な経費により提案されているか

小　　　計

小　　　計

目標を設定し、業務の工程管理ができる体制が整っているか

提案した事業を確実に遂行できる、組織体制と運営基盤があるか

区役所と連携を図ることができる提案となっているか

事業実施に必要な専門的知識・能力・人的ネットワークを有しているか


